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２．本工事における主要な業務（本工事の主となる企画及び立案並びに執行管理）の内容
	




３．再委託先（再々委託先及びそれ以下の委託先を含む）及び契約金額等
	再委託名
	精算の有無
	契約金額（見込み、税込）（円）
	比率
	再委託先の選定方法又は理由
	業務の内容及び範囲

	【例】未定
[再委託先]
	有
	20,000,000
	20.0%
	一般競争入札
	■■■委託業務

	【例】○○株式会社
[再委託先]
	有
	40,000,000
	40.0%
	相見積もり
	●●●請負業務

	【例】△△株式会社
[再々委託先]
	無
	5,000,000
	－
	相見積もり
	●●●請負業務に関連した▲▲▲の購入

	【例】□□株式会社
[再々委託先]
	有
	10,000,000
	－
	随意契約（・・の特殊業務であり本業務を受注できるのは当該事業者のみのため）
	●●●請負業務に関連した◆◆◆請負業務

	【例】◇◇株式会社
[それ以下の委託先]
	有
	5,000,000
	－
	相見積もり
	◆◆◆請負業務に関連した×××請負業務

	
	
	
	
	
	


※グループ企業（経済産業省の委託事業事務処理マニュアル３ページに記載のグループ企業をいう。）との取引であることのみを選定理由とすることは認められない。
※金額は消費税を含む金額とする。
※再委託先、再々委託先及びそれ以下の委託先の契約金額を含めた情報を記載すること。
※比率は、総額（税込）に対する再委託・外注費（契約金額（見込み、税込））の割合。（再々委託先及びそれ以下の委託先は記載不要。）
※上述の書式に記載しきれない場合は、上述の書式に「別添のとおり」と記載し、別添の資料を添付すること。


４．履行体制図
	【例】未定


株式会社◎◎（受託者）
株式会社○○（提案者）


	△△株式会社


○○株式会社


◇◇株式会社

□□株式会社







※上述の書式に記載しきれない場合は、上述の書式に「別添のとおり」と記載し、別添の資料を添付すること。

５．再委託（再々委託先及びそれ以下の委託先を含む）が必要である理由及び選定理由
	




※上述の書式に記載しきれない場合は、上述の書式に「別添のとおり」と記載し、別添の資料を添付すること。
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